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各種マニュアル等、 地質図や柱状図等の調査デー タ、 等の情報も必要に応じて活用すると良い

でしょう。作業標準等が定められていない機械設備等の保守点検作業や補修作業等の非定常作

業についても、 危険情報が抜け落ちることのないよう、 留意する必要があります。
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【解説】

大きなリスクから優先的に改善を行うために、 作業現場や会社全体における危険性又は有害

性に関する次のような具体的な資料をできるだけ多く収集する必要があります。入手すべき情

報としては、 ヒヤリハットや危険予知活動の事例、 安全パトロ ールの結果、 顆似災害情報等が

あり、 これらのうち必要な情報を鉱山労働者から報告させる仕組みが必要です。 その他、 作業

標準、作業手順書、作業環境測定結果、機械設備の仕様書やレイアウト、操作（取扱）説明書、

各種マニュアル等、 地質図や柱状図等の調査デー タ、 等の情報も必要に応じて活用すると良い

でしょう。作業標準等が定められていない機械設備等の保守点検作業や補修作業等の非定常作

業についても、 危険情報が抜け落ちることのないよう、 留意する必要があります。

さらに重大リスクについても危険情報が抜け落ちることのないよう、 留意する必要がありま

す。

重大リスクに関する情報の例

①死者又は4週間以上の休業見込みの負傷者が生じた災害

②3日以上の休業見込みの負傷者が同時に5人以上生じた災害

Q3-5 取組例（下記はあくまで一例であるため、 こうした取組がされていないとチェックで

きないということではありません。）

► 作業前KYは作業当日の朝礼時に各作業分担で一人ずつ、想定危険（ヒャリハット、 キガカリ

情報など）と対策等の留意点を非定常作業の観点を含め発表し、発表内容の記録・保存をして

いる。

► リスクが高いと思われる作業については、 現場管理者が指示をして作業直前の打ち合わせ時

にもKYを実施している。

► 非定常作業に対しては、事前に作業計画書を作成し、統括管理者、保安管理者による承認を得

ている。 また、 作業前打ち合わせでリスクを洗い出している。
► 非定常作業は、 木の伐採や建物の解体作業等と認識し、 メンテナンス作業は定常作業として

認識している。
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(4)リスクの特定と鉱山労働者の参画

Q4:入手した情報から保安を害する要因（リスク）について鉱山労働者を交えて特定している

か？

【判定チェック項目】該当する項目にZを入れ、 その数に応じて判定してください。

□ 1. 危険性又は有害性の特定に当たっては、 作業内容を詳しく把握している鉱山労働者

が参画している。

くリスクアセスメント 50 選 P7 のQ3 が参考になります。 ＞

□ 2. 危険性又は有害性の特定は、 概ね、【解説】に記載されているような手順で行ってい

る。

くガイドブック P13~14、 32 【POINT②】が参考になります。 ＞

口3. 特定した危険性又は有害性を記録し、 保存している。

□4. 特定に当たっては、 鉱山労働者の健康や疲労等を考慮し、 災害が発生する可能性や

罹災の重篤度が高まることを考慮している。（疲労の要因としては、 単調作業の連続に

よる集中力の欠如や深夜労働による居眠り、 高年齢労働者の身体機能低下などが想定

されます。）

□ 5. 非定常作業についてもリスクの特定を行っている。

【実施内容の記入欄】

※上記の項目に該当する可能性があるがチェックできるかどうか不明な取組内容や、 Qに関

連して上記の項目以外に積極的に取り組んでいる事項等があれば自由に記載してください。

【判定】

3点適切に実施している（全て(5つ）乙の場合）

2 点実施しているが一部改善の余地あり (3~4 つとの場合）

1点実施しているが大幅な改善が必要 (1~2 つ乙の場合）

0点未実施（乙なしの場合）

※上記判定結果を以下の管理表の「評価点」欄に記入してください。

【目標点と評価点の管理表】

目標点

評価点

【解説】

201a I 2019 I 2020 I 2021 I 2022 

危険性又は有害性（ハザード：リスクの潜在的な源のこと）は、 それ自体の存在が害をも

たらす訳ではありません。 それがヒトや周辺環境等に影響を与えることで危害や鉱害が発生

します。 リスクアセスメントの重要なポイントの第 一は、 作業や作業場所に潜在するこの

「危険性又は有害性 」を十分に特定することです。 以下の手順で実施することが推奨されま

す。
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(4)リスクの特定と鉱山労働者の参画

Q4:入手した情報から保安を害する要因（リスク）について鉱山労働者を交えて特定している

か？

【判定チェック項目】該当する項目にZを入れ、 その数に応じて判定してください。

□ 1. 危険性又は有害性の特定に当たっては、 作業内容を詳しく把握している鉱山労働者

が参画している。

くリスクアセスメント 50 選 P7 のQ3が参考になります。 ＞

□ 2. 危険性又は有害性の特定は、 概ね、【解説】に記載されているような手順で行ってい

る。

くガイドブック P13~14 のステップ 1 危険有害要因を洗い出す、 32 【POINT②】のリス

クの洗い出しが参考になります。 ＞

□ 3. 特定した危険性又は有害性を記録し、 保存している。

口4. 特定に当たっては、 鉱山労働者の健康や疲労等を考慮し、 災害が発生する可能性や

罹災の重篤度が高まることを考慮している。 （疲労の要因としては、 単調作業の連続に

よる集中力の欠如や深夜労働による居眠り、 高年齢労働者の身体機能低下などが想定

されます。）

□ 5. 非定常作業についてもリスクの特定を行っている。

くガイドブック P13 のステップ 1 危険有害要因を洗い出す、 P32 【POINT②】のリスク

の洗い出しが参考になります。 ＞

【実施内容の記入欄】

※上記の項目に該当する可能性があるがチェックできるかどうか不明な取組内容や、 Qに関

連して上記の項目以外に積極的に取り組んでいる事項等があれば自由に記載してください。

【判定】

3点適切に実施している（全て(5つ）乙の場合）

2 点実施しているが一部改善の余地あり (3~4 つとの場合）

1点実施しているが大幅な改善が必要 (1~2 つとの場合）

0点未実施(0なしの場合）

※上記判定結果を以下の管理表の「評価点」欄に記入してください。

【目標点と評価点の管理表】

目標点

評価点

【解説】

2023 I 2024 I 2025 I 2026 I 2027 

危険性又は有害性（ハザード：リスクの潜在的な源のこと）は、 それ自体の存在が害をも

たらす訳ではありません。 それがヒトや周辺環境等に影響を与えることで危害や鉱害が発生
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Q11:保安方針について、 鉱山労働者に浸透するよう取り組んでいるか？

【判定チェック項目】該当する項目に乙を入れ、 その数に応じて判定してください。

□1. 全鉱山労働者に対して、 短時間でも保安方針を伝えている。

くガイドブックP12が参考になります。 ＞

□2. 保安方針を、 休憩所や玄関、 社内掲示板等、 鉱山労働者等の目につく場所に掲示し

ている。

□3. 保安方針の策定背景を説明するなど工夫して周知している。

口4. 表明した保安方針を記載した「安全に関する手帳」や「ポケットカ ー ド」などを鉱

山労働者が所持している。

□5. 保安方針を実現させるための取組を議論する場が社内にある。

【実施内容の記入欄】

※上記の項目に該当する可能性があるがチェックできるかどうか不明な取組内容や、 Qに関

連して上記の項目以外に積極的に取り組んでいる事項等があれば自由に記載してください。

【判定】

3点適切に実施している（全て(5つ）との場合）

2点実施しているが一部改善の余地あり(3~4つZの場合）

1点実施しているが大幅な改善が必要(1~2つ区の場合）

0点未実施（となしの場合）

※上記判定結果を以下の管理表の「評価点」欄に記入してください。

【目標点と評価点の管理表】

目標点

評価点

【解説】

201a I 2019 I 2020 I 2021 I 2022 

経営トップによる保安方針の表明については、 その考え方が鉱山労働者に浸透することも

重要です。 そのために必要な仕組みや取組を検討する必要があります。 仕組みを作る際に

は、 人の役割、 権限付きの任命、 場合によっては時間や予算を考慮に入れる必要がありま

す。
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Q11:保安方針について、 鉱山労働者に浸透するよう取り組んでいるか？

【判定チェック項目】該当する項目に口を入れ、 その数に応じて判定してください。

□1. 全鉱山労働者に対して、 短時間でも保安方針を伝えている。

くガイドブックP12が参考になります。 ＞

□2. 保安方針を、 休憩所や玄関、 社内掲示板等、 鉱山労働者等の目につく場所に掲示し

ている。

□3. 保安方針の策定背景を説明するなど工夫して周知している。

口4. 表明した保安方針を鉱山労働者に対し繰り返し認識付ける取り組み、 ツ ールなどが

あるか

く解説の下部に記載のある取組例が参考になります＞

□5 保安方針を実現させるための取組を議論する場が社内にある。

【実施内容の記入欄】

※上記の項目に該当する可能性があるがチェックできるかどうか不明な取組内容や、 Qに関

連して上記の項目以外に積極的に取り組んでいる事項等があれば自由に記載してください。

【判定】

3点適切に実施している（全て(5つ）マの場合）

2点実施しているが一部改善の余地あり(3~4つとの場合）

1点実施しているが大幅な改善が必要(1~2つ口の場合）

0点未実施（となしの場合）

※上記判定結果を以下の管理表の「評価点」欄に記入してください。

【目標点と評価点の管理表】

2023 I 2024 I 2025 I 2026 I 2027 

目標点

評価点

【解説】

経営トップによる保安方針の表明については、 その考え方が鉱山労働者に浸透することも

重要です。 そのために必要な仕組みや取組を検討する必要があります。 仕組みを作る際に

は、 人の役割、 権限付きの任命、 場合によっては時間や予算を考慮に入れる必要がありま

す。

Qll-4 取組例（下記はあくまで一例であるため、 こうした取組がされていないとチェックでき

ないということではありません。）

► 保安方針を表明して終わりではなく、繰り返し認識付ける機会（理解度チェックなど）を設けてい

る。

► 毎年実施している保安週間や全員が集まる会合などの機会に保安方針の読み合わせをしている。

► 打ち合わせ時に保安方針を定期的に読み合せている。

► 表明した保安方針を記載した「安全に関する手帳」や「ポケットカ ー ド」などを利用している
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(9) 保安目標

Q12: 保安目標を設定しているか？

【 判定チェック項目】該当する項目に口を入れ、 その数に応じて判定してください。

□1. 保安目標を文書で設定している。
くガイドブックP19が参考に なります。 ＞

□2 . 保安目標は、 達成の度合いを客観的に評価できるよう、 可能な限り定量的なものとな

っている。 例えば、 「車両系鉱山機械の墜落災害ゼロ」のように 、具体的な事象と目標値

の組み合わせが想定されます。

□3. 前年等過去の保安目標の達成状況を踏まえて、保安目標を設定している。

口4. 保安目標の設定に当たり、 リスクアセスメントの調査結果を踏まえている。

□5 保安目標の設定に当たり、保安委員会又は鉱山労働者代表の意見を反映している。

【実施内容の記入欄】

※上記の項目に該当する可能性があるがチェックできるかどうか不明な取組内容や、 Qに関

連して上記の項目以外に積極的に 取り組んでいる事項等があれば自由に記載してください。

【 判定】

3点適切に実施している（全て(5つ）乙の場合）

2 点実施しているが一 部改善の余地あり (3~4つとの場合）

1点実施しているが大幅な改善が必要(1~2つとの場合）

0 点未実施（となしの場合）

※上記判定結果を以下の管理表の 「評価点」欄に記入してください。

【 目標点と評価点の管理表】

目標点

評価点

【解説】

201a I 2019 I 2020 I 2021 I 2022 

保安目標は達成すべきものとして定めた1年後の到達点です。 その難易度については、組織

が目指すレベルによって異なるものであり、関係者の努力により達成可能なものであること（

達成するための手段を具体的に立案可能なもの、1年後に 達成度合いを客観的に評価可能なも

のとすること。）が重要です。 また、保安目標の設定に当たっては、過去の目標達成状況及びリ

スクアセスメントの結果等を踏まえることが必要です。 これに加え、山を取り巻く内部（鉱山

労働者の安全に関する意識、 保安教育の状況等） 及び外部（他鉱山との比較、 社会の意識等）

の環境変化を把握し、保安目標が社会的に受け入れられるか、事業を継続できるものであるか

等の検討も重要です。 マネジメントシステムは、 毎年PDCAを回すことにより継続して保安

のレベルを維持・向上 していこうとするものですから、 翌年、 翌々年と達成状況を踏まえなが

ら目標水準を上げていくことが重要です。 保安目標として保安教育を活性化する等のケースが
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(9) 保安目標

Q12: 保安目標を設定しているか？

【 判定チェック項目】該当する項目に区を入れ、 その数に応じて判定してください。

□1. 保安目標を文書で設定している。
くガイドブックP19が参考に なります。 ＞

□2 保安目標は、 達成の度合いを客観的に評価できるよう、 可能な限り定量的なものとな

っている。 例えば、 「車両系鉱山機械の墜落災害ゼロ」のように 、具体的な事象と目標値

の組み合わせが想定されます。

□3. 前年等過去の保安目標の達成状況を踏まえて、保安目標を設定している。

口4. 保安目標の設定に当たり、 リスクアセスメントの調査結果を踏まえている。

□5 保安目標の設定に当たり、保安委員会又は鉱山労働者代表の意見を反映している。

【実施内容の記入欄】

※上記の項目に該当する可能性があるがチェックできるかどうか不明な取組内容や、 Qに関

連して上記の項目以外に積極的に 取り組んでいる事項等があれば自由に記載してください。

【 判定】

3点適切に実施している（全て(5つ） との場合）

2 点実施しているが一 部改善の余地あり (3~4つとの場合）

1点実施しているが大幅な改善が必要(1~2つとの場合）

0 点未実施（となしの場合）

※上記判定結果を以下の管理表の 「評価点」欄に記入してください。

【 目標点と評価点の管理表】

目標点

評価点

【解説】

201a I 2019 I 2020 I 2021 I 2022 

保安目標は達成すべきものとして定めた1年後の到達点です。 その難易度については、組織

が目指すレベルによって異なるものであり、関係者の努力により達成可能なものであること（

達成するための手段を具体的に立案可能なもの、1年後に 達成度合いを客観的に評価可能なも

のとすること。）が重要です。 また、保安目標の設定に当たっては、過去の目標達成状況及びリ

スクアセスメントの結果等を踏まえることが必要です。 これに加え、山を取り巻く内部（鉱山

労働者の安全に関する意識、 保安教育の状況等） 及び外部（他鉱山との比較、 社会の意識等）

の環境変化を把握し、保安目標が社会的に受け入れられるか、事業を継続できるものであるか

等の検討も重要です。 マネジメントシステムは、 毎年PDCAを回すことにより継続して保安

のレベルを維持・向上 していこうとするものですから、 翌年、 翌々年と達成状況を踏まえなが
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・ 「期待する効果」はガイドブックP21 の説明を参考にしてください。

・具体的な 「期待する効果」の検討で保安計画の取組内容も具体的に検討できるようになり

ます。 また、 後で評価改善も行いやすくなり、 結果としてPDCAサイクルが回り、 取組

内容が形骸化しないことにつながります。 実施回数だけでなく、 「期待する効果」を具体的

に設定することは非常に重要なポイントです。
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② 「期待する効果」を具体的に検討する。（例：KY 教育：回転体に対する危険軽視を是正

等）

③無理のない目標とする。（利用可能な経営資源ヒト ・ モノ ・ カネで達成が可能である）

④保安目標や事業目標と合致させる。（例：重大災害が十分に抑えられるレベルの目標であ

るかなど）

・「期待する効果」はガイドブックP21の説明を参考にしてください。

・具体的な 「期待する効果」の検討で保安計画の取組内容も具体的に検討できるようになり

ます。 また、 後で評価改善も行いやすくなり、 結果としてPDCAサイクルが回り、 取組

内容が形骸化しないことにつながります。 実施回数だけでなく、 「期待する効果」を具体的

に設定することは非常に重要なポイントです。

・期待する効果例：各取り組みを 「KY教育」とした場合、 各取り組みの目標（値）は、 「 実

施回数」 「 受講者数」 「 受講率」等に なり、 各取り組みの期待される効果は、 「 鉱山労働者

が回転体に対する危険性を理解する」等となります。

Ql6-3 取組例 （下記はあくまで一例であるため、 こうした取組がされていないとチェックで

きないということではありません。）

► 前年度の実績を踏まえて、期待する効果から具体的な取組を決めている。
► 目的を明確にした計画になるように、 目的別に仕分けした計画様式にしている。
► 保安計画及び目標制定にあたっては、背景とその効果の検証に基づき各目標を設定

している。

Ql6·4 取組例 （下記はあくまで一例であるため、 こうした取組がされていないとチェックで

きないということではありません。）

► 保安計画及び目標制定にあたっては、背最とその効果の検証に基づき各目標を文書
にしている。

► 各取組に対する期待される効果及び目標（値についてはなるべく定絋化を計るよう
に数値化した値を取り入れている。）

Q16-5 取組例 （下記はあくまで一例であるため、 こうした取組がされていないとチェックで

きないということではありません。）

► 会合や打ち合わせ等を通し、 各職場の意見を反映させている。
► 会合や打ち合わせ等で発言が苦手な労働者には日々の巡視時に声をかけるように

して意見聴収している。
► 保安計画の目標は、保安委員、全鉱山労働者から保安委員会で、意見を蘭いている。
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(11) 保安計画の鉱山労働者への浸透

Q17: 保安計画が現場の鉱山労働者まで浸透し、 一丸となって実行されるような仕組みになってい

るか？

【判定チェック項目 】該当する項目にZを入れ、 その数に応じて判定してください。

□1. 保安計画が現場の鉱山労働者まで浸透するようにするため、 日々のミ ーティングなど

での進捗状況報告や掲示、 又は表彰するなどの工夫をしている。

くガイドブック P24【計画の実施に関する工夫・留意点】2．計画を浸透させる工夫が参

考になります。 ＞

□2. 保安計画に基づく活動等を実施するに当たっての具体的内容の決定方法、 経費の執行

方法等保安計画を適切かつ継続的に実施する手順を定めている。（手順については、 文

書のほか、 口頭による取り決めも含む。 下記、 3 ．及び 5. についても同様。）

くガイドブックP21~23が参考になります。 ＞

口3. 上記2 の手順を鉱山労働者に周知している。

□4. 保安計画の実施に当たり、 保安委員会又は鉱山労働者代表の意見を反映している。

□5. 保安委員会又は鉱山労働者代表の意見を反映する手順を定めている。

【実施内容の記入欄 】

※上記の項目に該当する可能性があるがチェックできるかどうか不明な取組内容や、 Qに関

連して上記の項目以外に積極的に取り組んでいる事項等があれば自由に記載してください。

【判定 】

3 点適切に実施している（全て (5 つ）との場合）

2点実施しているが一部改善の余地あり(3~4つ乙の場合）

1点実施しているが大幅な改善が必要(1~2つ口の場合）

0点未実施（乙なしの場合

※上記判定結果を以下の管理表の「評価点」欄に記入してください。

【目標点と評価点の管理表 】

目標点

評価点

【解説】

201a I 2019 I 2020 I 2021 I 2022 

保安目標の達成及びそれを実現するための保安計画の実行について、 関係者が一 丸となっ

て取り組むことが重要です。 これらを部署や個人の業績評価に導入し、 方向性を統一してい

る事例もあります。
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(11) 保安計画の鉱山労働者への浸透

Q17: 保安計画が現場の鉱山労働者まで浸透し、 一丸となって実行されるような仕組みになってい

るか？

【判定チェック項目 】該当する項目にZを入れ、 その数に応じて判定してください。

□1. 保安計画が現場の鉱山労働者まで浸透するようにするため、 日々のミ ーティングなど

での進捗状況報告や掲示、 又は表彰するなどの工夫をしている。

くガイドブック P24【計画の実施に関する工夫・留意点】2．計画を浸透させる工夫が参

考になります。 ＞

□2. 保安計画に基づく活動等を実施するに当たっての具体的内容の決定方法、経費の執行

方法等保安計画を適切かつ継続的に実施する手順を定めている。（手順については、 文

書のほか、 口頭による取り決めも含む。 下記、 3 ．及び 5. についても同様。）

くガイドブックP21 のステップ2保安計画を立案が参考になります。 ＞

口3. 上記 2. [1]の手順を鉱山労働者に周知している。

くガイドブックP24【計画の実施に関する工夫・留意点】が参考になります。 ＞

□4 . 保安計画の実施に当たり、保安委員会又は鉱山労働者代表の意見を反映している。（災

害発生と関連性が大きい とされる取組内容であるため、特に重要です。 取組に着手し、現

在の取組内容を深化させられれば、 災害のリスクを減らすことが期待できます）

く解説の下部に記載のある取組例が参考になります＞

□5 保安委員会又は鉱山労働者代表の意見を反映する手順を定めている。

【実施内容の記入欄 】

※上記の項目に該当する可能性があるがチェックできるかどうか不明な取組内容や、 Qに関

連して上記の項目以外に積極的に取り組んでいる事項等があれば自由に記載してください。

【判定 】

3 点適切に実施している（全て (5 つ）との場合）

2点実施しているが一部改善の余地あり(3~4つとの場合）

1点実施しているが大幅な改善が必要(1~2つ口の場合）

0点未実施（となしの場合

※上記判定結果を以下の管理表の「評価点」欄に記入してください。

【目標点と評価点の管理表 】

目標点

評価点

【解説】

2023 I 2024 I 2025 I 2026 I 2027 

保安目標の達成及びそれを実現するための保安計画の実行について、 関係者が一 丸となっ

て取り組むこ とが重要です。 これらを部署や個人の業績評価に導入し、 方向性を統一してい
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る事例もあります。

Ql7·4 取組例（下記はあくまで一例であるため、 こうした取組がされていないとチェックでき

ないということではありません。）

► 保安に関する委員会などで作成された保安計画や労働者の改善要望などの意見を、社

内伝言等で、 定期的に社内全体に周知している。

► 定期的に職場懇談会等全員が集まる会合が行われ、 保安、 生産状況や計画、 環境への

配慮、 工事の予定、 注意事項や社内通達の共有、 現場の改善要望などの意見吸い上げ

ている。 この会合の議論や意見が反映される形で、各職場の保安計画が作成されてい

る。

► 部署、 職位の垣根を超えた情報交換が可能となるような機会・体制を画策し、 コ ミュ

ニケ ー ション向上を図り、 得られた情報を保安計画に反映している。
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内部監査等は、 保安管理者が実施することも可能ですが、 できれば直接鉱山保安MS に関

与していないメンバーで構成することが望まれます。

「それに準ずる取組」には、 例えば、 上記のような内部監査を行うまでもなく、 経営トッ

プが現場対策やその対策の検討の仕組み等を頻繁かつ直接確認している場合や、 直接でなく

ても保安管理者などと普段から十分にディスカッションする習慣がある状態などが考えられ

ます。 また、 ガイドブック P28 のしくみ評価も「内部監査に準じる方法」などと考えられま

す。
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保安MS の仕組みが出来上がり、 その通りに行われたかを確認することとも言えます。

口内部監査について

内部監査では客観的に確認できる（誰が確認しても同じ結果となる）仕組みが重要です。

内部監査等は、 保安管理者が実施することも可能ですが、 できれば直接鉱山保安MS に関

与していないメンバーで構成することが望まれます。

「それに準ずる取組」には、 例えば、 上記のような内部監査を行うまでもなく、 経堂トッ

プが現場対策やその対策の検討の仕組み等を頻繁かつ直接確認している場合や、 直接でなく

ても保安管理者などと普段から十分にディスカッションする習慣がある状態などが考えられ

ます。 また、 ガイドブック P28 のしくみ評価も「内部監査に準じる方法」などと考えられま

す。

鉱山保安MSのしくみ評価例（ガイドブック P28)

チェック項目

1 {呆安方針の 内容 は具体的で、1呆安 目 標、1呆
安計画に反映されていますか
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会議メンバ ー の役割を 明確に しています

か

4 RAを実施し、 優先的に実施す る リスク
侶減 措酒を決めていますか
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た
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6 RAの結果を 反映させ、 重点 項円を 絞 っ
た計画になっていますか

111111111111111 I I I II I I II I I I II I I I II I I I II I I II I I I II I I I II I I II 

7 事業環境や組織環境の 変化に対応し｀ 保
安計画に予算 を配分していますか

D 

目
8 計画の実施状況について日常的に点 検 と

フォロ ーがなされていますか

C 9 経営会議や幹部会で定期的に鉱山保安
A MSの運用状況を報告 していますか

〖 •• ■ ■ ■•• ■ ■•• ■ ■ ■•• ■ ■ ■•• ■ ■•• ■ ■ ■•• ■ ■ ■•• ■ ■ ■•• ■ ■•• ■ ■ ■•• ■ ■ ■•• ■ ■•• 

目 10前年度の見直し(A)の内容が次年度の,t
画（P) に反映されていますか
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しくみ評価（例）
(O△Xなどの記号だけでなく．

出来るだけコメントをいれる）

保安方針 は具体的内容とした

△ 極力、 重点事項については目漂
や計画に反映したが、十分と は
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保安会隕で毎月の実施状況を

△ チェック させる機能をもたせ
た。教育についてはチェックが
曖昧で未受講者が発生しだ。
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Ql8·4 取組例（下記はあくまで一例であるため、 こうした取組がされていないとチェックでき

ないということではありません。）

► 保安統括部署は、 内部監査実施前に、チェックリストに基づいた回答と、 エ ビデンス（証

拠）資料を提出することを義務付け、現場は藍査予定の指定された日にちまでに、チェッ

クリストヘの回答とエ ビデンス（証拠） 資料を保安統括部署に提出している。

► 内部監査は、自社の他鉱山の保安管理者等、複数名を招き、1日かけて実施している。（午

前は葺類確認、 午後は現場確認を行っている）

► 内部監査は監査部が実施する業務監査、保安関係の部署による監査と分けて実施し、保安

計画に関する調査を実施している。
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(13)保安計画の実行・確認·結果の反映

Q19:保安計画を実行し、その進捗状況を定期的に確認し、その結果を 保安計画の評価改善内容の
検討につなげているか？

【判定チェック項目】該当する項目にZを入れ、その数に応じて判定してください。

□1. 保安計画の各取組の実施状況について決められた担当者が確認し、結果を評価 改善

内容の検討につなげている。

口2. 保安計画に定めた実施内容が計画どおり実施されているか確認し、結果を評価改善

内容の検討につなげしている。（例えば、計画と実績に分けて毎月進捗状況を 確認でき

る様式を使うことによって行うことが考えられる。）

くガイドブックP22~23、27、38~39が参考になります。 ＞

口3 . 保安計画の実施状況等の点検及び改善を実施する手順を 定め、 この 手順により実施

している。

口4. 保安計画の 取組状況について、保安委員会 等の会議の議題に入れ、 確認し、結果を

評価 改善内容の検討につなげている。

□5. 内部監査やそれに準ずる取組で保安計画の実施状況を確認し、結果を評価改善内容

の検討につなげしている。

【実施内容の 記入欄】

※上記の項目に該当する可能性があるがチェック できるかどうか不明な取組内容や、 Qに関

連して上記の項目以外に積極的に取 り組んでいる事項等があれば自由に記載してください。

【判定】
3点適切に実施している（全て(5つ）乙の場合）

2点実施しているが一 部改善の余地あり (3~4つとの場合）

1点実施しているが大幅な改善が必要(1~2 つ口の場合）

0点未実施（となしの場合）

※上記判定結果を 以下の管理表の「評価点」欄に記入してください。

【目標点と評価点の管理表】

目標点

評価点

【解説】

201a I 2019 I 2020 I 2021 I 2022 

保安計画どおり実施することも重要ですが、保安計画と乖離が生じた際に、見直しの結果

を保安計画に反映することも同様に重要です。
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(13)保安計画の実行・確認·結果の反映

Q19:保安計画を実行し、その進捗状況を定期的に確認し、その結果を 保安計画の評価改善内容の
検討につなげているか？

【判定チェック項目】該当する項目にZを入れ、 その数に応じて判定してください。

□1. 保安計画の各取組の実施状況について決められた担当者が確認し、結果を 評価 改善

内容の検討につなげている。

口2. 保安計画に定めた実施内容が計画どおり実施されているかを保安管理者等が確認

し、結果を 評価改善内容の検討につなげている。（例えば、計画と実績に分けて毎月進

捗状況を確認できる様式を使うことによって行うことが考えられる。）

くガイドブックP22~23、27、38~39が参考になります。 ＞

口3 . 保安管理者等が保安計画の実施状況等の点検及び改善を実施する手順を 定め、 この

手順により実施している。

く解説の下部にあるフロ ー 図が参考になります＞

□4. 保安計画の 取組状況について、 保安管理者等が保安委員会 等の会議の議題に入れ、

確認し、結果を評価改善内容の 検討につなげている。

□5. 内部監査やそれに準ずる取組で確認した 保安計画の実施状況の結果について、 保安管

理者等が評価 改善内容の検討につなげている。（鉱山保安MSの導入レベルとの 関連性が

高いとされる取組内容であるた め、特に重要です。 取組に着手し、現在の 取組内容を深化

させられれば、 鉱山保安MSの導入レベルが向上することが期待できます）

く解説の下部に記載の ある取組例が参考になります＞

【実施内容の 記入欄】

※上記の項目に該当する可能性があるがチェック できるかどうか不明な取組内容や、 Qに関

連して上記の項目以外に積極的に取 り組んでいる事項等があれば自由に記載してください。

【判定】

3点適切に実施している（全て(5つ）との場合）

2点実施しているが一 部改善の余地あり (3~4つとの場合）

1点実施しているが大幅な改善が必要(1~2 つ区の場合）

0点未実施（となしの場合）

※上記判定結果を 以下の管理表の「評価点」欄に記入してください。

【目標点と評価点の管理表】

目標点

評価点

【解説】

2023 I 2024 I 202s I 2026 I 2027 
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保安計画どおり実施することも重要ですが、 保安計画と乖離が生じた際に、 見直しの結果

を保安計画に反映することも同様に重要です。

Q19-3 フロ ー図

計
をいつ

実施するかを明確に
し、 組織の保安計画表
に茎づいて、 その手順

を策定する

Ql9·5 取組例（下記はあくまで一例であるため、 こうした取組がされていないとチェックでき

ないということではありません。）

► 外部機関の調査の結果や過去災害・事例を参考に、 保安統括部署が保安計画を作成
し、その素案を管理職クラスに回覧し、意見を聴収する。 その後保安委員会で内容の
是非を図っている。

► 保安計画の見直し（次年度の計画の検討）は、内部監査の結果、保安委員会等の意見、
保安集会の記録、 他鉱山の災害情報などをもとに検討している。

► 保安計画の進捗状況を確認する時期、 タイミングを定め定期的に進捗確認をしてい
る

- ４３ -





るかを具体的に評価し、 次の取組につなげていくことが重要です。

マネジメントレビュ ーを簡単に説明すると以下の取組になります。 ぜひやってみましょ

う。 マネジメントレビュ ー ：経営トップが内部監査等の結果を把握し、 保安に対する経営資

源投入について検討します。
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必要です。 また、 評価は、 「パフォ ー マンス評価」と 「有効性評価」の両方を実施することが

重要です。 「パフォ ー マンス評価」は 「 措置の実施状況に関する評価、 実施結果の効果に対す

る評価」と、 「有効性評価」は 「 PDCAを回す仕組みそのものの評価、 全体として合理的に

保安向上に繋がっているかに対する評価」ということができます。 パフォ ー マンス評価を行

っている鉱山は多く見られますが、 有効性評価についても行い、 継続的改善につながってい

るかを具体的に評価し、 次の取組につなげていくことが重要です。

マネジメントレビュ ーを簡単に説明すると以下の取組になります。 ぜひやってみましょ

う。 マネジメントレビュ ー ：経営トップ（保安統括者、 鉱業権者等）が内部監査等の結果を

把握し、 保安に対する経営資源投入について検討します。

Q20·4 取組例（下記はあくまで一例であるため、 こうした取組がされていないとチェックでき

ないということではありません。）

► 保安委員会などで保安目標および保安計画の策定を行っている。 その後、保安計画の
進捗状況と各職場の保安目標達成に向けた取組状況（発表形式による）を各部署の会
合などで確認している。 確認の結果、遅延している対策や項目については、速やかに
具体的な行動計画の見直しを行っている。

Q20-5 取組例（下記はあくまで一例であるため、 こうした取組がされていないとチェックでき

ないということではありません。）

► 保安統括者は、内部藍査等の結果を踏まえ振り返りを行い、その結果を本社に報告し、

レビュ ーを受ける。 レビュ ー結果を踏まえ、保安に係る予算申請を行っている。

► 年度末などの区切りで保安委員会において、保安統括者による保安計画の振り返りを

行っている。

► 保安検査のマネジメントレビュ ーによる振り返りは保安委員会の際に保安統括者が

都度意思決定し、実施している。

► 定期的に経営トップ（社長や保安統括者）がテ ーマを決めたうえで、現場パトロ ール

を実施している。
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